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	応用
	抗原情報
	背景
	転写因子遺伝子MYBファミリーに属するこの遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞周期の進行に関与する核タンパク質です。コードされるタンパク質は、細胞周期のS期にサイクリンA/サイクリン依存性キナーゼ2によってリン酸化され、活性化因子活性と抑制因子活性の両方を持ちます。細胞分裂周期2遺伝子、サイクリンD1遺伝子、インスリン様成長因子結合タンパク質5遺伝子を活性化することが示されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2013年7月],機能：細胞の生存、増殖、分化の制御に関与する転写因子。CLU遺伝子の発現を転写活性化します。,PTM：S期にサイクリンA/CDK2によってリン酸化されます。 Thr-520のリン酸化は転写活性に関与していると考えられる。,類似性：3つのHTH myb型DNA結合ドメインを含む。,サブユニット：DREAM複合体（LINC複合体とも呼ばれる）の構成要素であり、少なくともE2F4、E2F5、LIN9、LIN37、LIN52、LIN54、MYBL1、MYBL2、RBL1、RBL2、RBBP4、TFDP1、TFDP2から構成される。この複合体は静止細胞に存在し、細胞周期依存性遺伝子の発現を抑制する。S期には、LIN9、LIN37、LIN52、LIN54がMYBL22に結合するサブ複合体を形成すると解離する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	B-Myb抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	B-Myb抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したB-Mybポリクローナル抗体を使用した3T3細胞のウエスタンブロット解析。

